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コ
ロ
ナ
禍
。
そ
の
発
祥
国
と
な
っ
た
中
国
は
、
世
界
に
先
駆
け
て

経
済
復
興
の
兆
し
を
見
せ
る
。
世
界
全
体
が
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
成
長

に
あ
え
ぐ
中
、
中
国
の
今
年
の
第
2
・
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）
は
前
年
同
期
の
三
・
二
％
増
に
達
し
、
通
年
で
も
プ
ラ
ス
成

長
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
の
先
行
き
は
決
し
て
明
る
く
な

い
。
現
在
の
国
際
政
治
の
趨
勢
を
踏
ま
え
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
発

生
を
一
つ
の
大
き
な
分
岐
点
と
し
て
、
中
国
が
国
際
政
治
の
敗
者
に

転
落
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
後
、
も
と
も
と
悪
化
し
て
い
た
米
中
関
係
は

急
激
に
緊
張
を
高
め
た
。
も
し
こ
の
ま
ま
新
冷
戦
に
発
展
し
、
世
界

が
二
つ
の
陣
営
に
分
断
さ
れ
る
な
ら
ば
、
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

な
ど
、
世
界
の
「
ま
と
も
な
国
」
は
ま
ず
米
国
を
選
ぶ
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
国
に
と
っ
て
は
、
美
辞
麗
句
で
国
際
協
調
を
訴
え
つ
つ
急

に
態
度
を
豹
変
さ
せ
、
力
で
他
者
を
恫
喝
す
る
中
国
よ
り
、
四
年
に

一
度
、
政
権
交
代
と
路
線
転
換
の
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
米
国
の
方
が
ま

だ
希
望
が
持
て
る
。
最
終
的
に
中
国
の
側
に
残
る
可
能
性
が
高
い
の

は
、
現
行
の
国
際
関
係
に
強
い
不
満
を
抱
え
て
い
る
か
、
中
国
へ
の

フ
リ
ー
ラ
イ
ド
を
期
待
す
る
「
問
題
の
多
い
国
」
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

つ
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
国
際
政
治
の
緊
張
が
高
ま
り
、
世
界
が
ど

ち
ら
か
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
中
国
の

九
州
大
学
准
教
授

益
尾
知
佐
子

い
ち
早
く
コ
ロ
ナ
か
ら
の
立
ち
直
り
を
見
せ
た
中
国
。

自
国
の
発
展
の
成
果
に
誇
り
を
抱
く
人
々
は
、
国
と
団
結
し
て

「
国
際
秩
序
を
壊
す
」
米
国
へ
の
備
え
を
固
め
始
め
た
。

衝
突
を
最
小
化
す
る
国
際
秩
序
の
ル
ー
ル
整
備
は
可
能
か
。

ま
す
お　

ち
さ
こ　
一
九
七
四
年
生
ま
れ
、
東

京
大
学
卒
、
同
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）。
日
本
国
際

問
題
研
究
所
研
究
員
、
エ
ズ
ラ
・
F
・
ヴ
ォ
ー

ゲ
ル
教
授
研
究
助
手
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
イ

エ
ン
チ
ン
研
究
所
協
働
研
究
員
、
中
国
社
会

科
学
院
訪
問
学
者
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に『
中

国
政
治
外
交
の
転
換
点
』『
中
国
の
行
動
原

理
』、
共
著
に
『
中
国
外
交
史
』
な
ど
。

米
国
へ
の
恐
怖
と
怒
り
が
中
国
を
動
か
す
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国
際
負
荷
は
重
く
な
り
、
形
勢
は
不
利
に
な
る
。

　

し
か
し
今
の
と
こ
ろ
、
中
国
で
そ
の
よ
う
な
見
方
は
さ
れ
て
い
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
が
世
界
に
広
が
っ
た
春
以
降
、
中
国
の
対
外
認
識
は

米
中
対
立
一
色
だ
。
中
国
の
人
々
は
い
ま
、
対
米
関
係
の
狭
い
文
脈

の
中
で
自
国
の
国
際
的
な
主
張
と
行
動
の
正
し
さ
を
確
信
し
、
そ
ろ

そ
ろ
米
国
と
の
対
決
を
覚
悟
す
べ
き
と
判
断
し
つ
つ
あ
る
。
次
の
米

国
大
統
領
選
挙
で
誰
が
当
選
し
よ
う
と
も
、
中
国
は
自
力
更
生
で
軍

民
融
合
の
先
端
科
学
技
術
開
発
を
進
め
る
は
ず
だ
。「
国
際
的
な
ル
ー

ル
を
無
視
し
続
け
る
」
米
国
へ
の
怒
り
と
畏
れ
が
、
中
国
を
突
き
動

か
し
て
い
る
。

中
国
社
会
に
蔓
延
す
る
米
国
へ
の
失
望

　

ま
ず
明
確
に
し
て
お
き
た
い
の
は
、
習
近
平
政
権
に
対
す
る
中
国

国
内
の
支
持
は
堅
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ
デ
ィ

ス
ク
ー
ル
が
七
月
に
発
表
し
た
研
究
で
は
、
中
央
政
府
に
対
す
る
中

国
人
の
信
頼
感
は
、
調
査
開
始
の
二
〇
〇
三
年
か
ら
ず
っ
と
高
い
。

こ
れ
に
習
の
反
腐
敗
運
動
が
加
わ
り
、
中
国
で
は
近
年
、
地
方
政
府

へ
の
信
頼
感
の
向
上
が
顕
著
だ
。
郷ご

う
ち
ん鎮

レ
ベ
ル
の
基
層
幹
部
を
信
頼

す
る
と
し
た
回
答
は
、
一
六
年
に
七
〇
％
に
急
上
昇
し
た
。
党
内
規

範
の
引
き
締
め
を
実
施
し
て
き
た
習
政
権
は
、
党
幹
部
に
は
煙
た
が

ら
れ
て
い
る
が
、
党
員
の
特
権
行
使
に
反
感
を
抱
い
て
き
た
一
般
人

か
ら
の
評
判
は
よ
い
。

　

筆
者
は
昨
年
、
中
国
で
半
年
ほ
ど
の
時
間
を
過
ご
し
た
が
、
人
々

は
た
し
か
に
、
環
境
対
策
や
食
品
安
全
の
向
上
を
進
め
る
習
政
権
に

基
本
的
に
満
足
し
て
い
た
。
中
で
も
米
国
帰
り
の
複
数
の
友
人
た
ち

が
、「
最
近
は
中
国
の
生
活
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
便
利
に
な
っ

た
し
、
政
治
的
に
は
窮
屈
で
も
や
っ
ぱ
り
自
分
の
国
が
い
い
ね
」
と

話
し
て
い
た
の
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
中
国
社
会
の
成
熟
に
と
も
な

い
、
中
国
人
に
と
っ
て
米
国
は
も
は
や
、
絶
対
的
な
憧
れ
の
対
象
で

は
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
一
八
年
に
始
ま
っ
た
米
中
貿
易
戦
争
を
格
段
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。
ど
の
国
も
自
国
の
責
任
は
極
小
化
し
て
考

え
る
も
の
だ
。
中
国
に
と
っ
て
貿
易
戦
争
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
内

政
上
の
理
由
で
、
あ
る
と
き
突
然
中
国
に
対
し
て
発
動
し
て
き
た
も

の
だ
。
だ
か
ら
今
年
春
か
ら
の
緊
張
の
原
因
も
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

国
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
「
甩

シ
ュ
ア
イ
グ
オ
鍋
」
し
た
（
＝
鍋
を
投
げ
た
）、

す
な
わ
ち
他
人
に
責
任
転
嫁
し
た
た
め
、
と
理
解
さ
れ
た
。
ウ
イ
ル

ス
の
国
外
流
出
や
香
港
版
国
家
安
全
法
な
ど
、
自
国
の
問
題
は
脇
に

置
き
、
こ
う
し
た
認
識
に
お
い
て
中
国
は
完
全
な
被
害
者
だ
っ
た
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
米
国
の
対
中
批
判
は
、
習
近
平
政
権
に
は
痛
手

だ
っ
た
。
中
国
で
も
政
府
の
感
染
症
対
策
へ
の
不
満
や
経
済
不
安
が

広
が
っ
て
い
た
た
め
だ
。
支
持
基
盤
の
動
揺
を
懸
念
し
た
政
権
は
、
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四
月
以
降
に
対
米
反
撃
に
転
じ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
感
染
対
応
の
至

ら
な
さ
や
、
黒
人
差
別
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
「
人
権
問
題
」
を
取
り

上
げ
、
国
内
外
に
向
け
て
強
烈
な
反
米
宣
伝
を
打
っ
た
。
も
っ
と
も

そ
れ
だ
け
な
ら
、
米
中
関
係
は
政
府
VS
政
府
の
非
難
合
戦
で
済
ん
で

い
た
だ
ろ
う
。

　

中
国
社
会
の
対
米
認
識
が
後
戻
り
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
悪
化
し
た

の
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
中
国
の
ハ
イ
テ
ク
民
間
企
業
へ
の
攻
撃
措

置
を
次
々
と
繰
り
出
し
た
た
め
だ
。
米
国
市
場
か
ら
真
っ
先
に
締
め

出
さ
れ
た
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
、
民
主
的
な
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
知
ら

れ
る
私
有
企
業
で
、
政
府
に
頼
ら
な
い
研
究
開
発
で
中
国
国
内
の
尊

敬
を
集
め
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、ト
ラ
ン
プ
政
権
は
本
年
五
月
に
は
、

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
に
半
導
体
を
提
供
し
て
い
た
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
（
台
湾
積
体

電
路
製
造
）
に
、
そ
の
停
止
を
実
質
的
に
命
じ
た
。
加
え
て
八
月
に

は
、
親
会
社
が
中
国
に
あ
る
と
い
う
理
由
で
動
画
ア
プ
リ
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ

ｏ
ｋ
の
米
企
業
へ
の
売
却
を
迫
り
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
関
連
企
業
を
米

国
商
務
省
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
リ
ス
ト
（
輸
出
規
制
対
象
リ
ス
ト
）
に

追
加
し
、
中
国
民
間
企
業
の
米
国
で
の
新
規
上
場
も
禁
じ
た
。

　

米
国
と
関
係
の
深
い
中
国
人
た
ち
は
、
近
年
す
で
に
、
米
中
関
係

の
潮
目
の
変
化
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。
米
国
は
数
年
前
か
ら
中
国
人

へ
の
ビ
ザ
発
給
審
査
を
厳
格
化
し
、
在
米
中
国
人
の
監
視
を
強
め
て

い
た
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
中
国
人
排
斥
運
動
も
起
き
た
。
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
そ
こ
に
、
自
由
貿
易
の
ル
ー
ル
か
ら
逸
脱
し
た
措
置
を
連

発
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
人
に
と
っ
て
、
自
国
の
発
展
は
過
去
四
〇

年
の
自
分
た
ち
の
勤
労
の
成
果
だ
。
自
国
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
へ
の
執

拗
な
攻
撃
を
目
撃
し
た
彼
ら
は
、
米
国
は
国
際
社
会
の
ル
ー
ル
を
遵

守
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も
中
国
人
の
誇
り
を
踏
み
に
じ
り
続
け
る
と

憤
っ
た
。
そ
し
て
他
方
で
、
そ
の
よ
う
な
米
国
の
脅
し
に
怯
え
ざ
る

を
得
な
い
自
国
の
現
状
に
、
忸
怩
た
る
思
い
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
。

　

中
国
社
会
に
蔓
延
す
る
米
国
へ
の
失
望
は
、
中
国
共
産
党
と
の
さ

ら
な
る
一
体
化
を
大
衆
に
迫
っ
た
。
九
月
上
旬
の
「
環
球
時
報
」
社

説
は
、米
国
の
圧
力
を
受
け
る
中
国
の
先
進
企
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、

「
中
共
と
中
国
人
民
」
の
政
治
的
な
凝
集
力
の
強
化
を
大
衆
に
呼
び

か
け
て
い
る
。
ふ
だ
ん
は
政
治
評
論
を
避
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
紙「
財
新
」

な
ど
も
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
と
関
連
企
業
の
生
存
戦
略
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
報
道
を
行
い
、
間
接
的
に
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
貢

献
し
て
い
る
。

バ
イ
デ
ン
―
―「
遅
す
ぎ
る
変
化
」
の
可
能
性

　

で
は
、
も
し
米
国
の
大
統
領
選
挙
で
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
候
補
が

当
選
す
れ
ば
、
事
態
は
好
転
す
る
の
か
。

　

中
国
は
現
在
、
大
統
領
選
挙
に
関
す
る
報
道
を
極
力
抑
制
し
、
特

に
各
候
補
に
関
す
る
論
評
は
避
け
て
い
る
。
前
回
の
ロ
シ
ア
の
よ
う
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に
、
あ
と
で
米
国
か
ら
「
中
国
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
大
統
領
選
に
介

入
し
た
」
な
ど
と
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
現
実

的
に
、
い
ま
中
国
が
目
立
て
ば
目
立
つ
ほ
ど
、「
中
国
問
題
」
が
選

挙
で
イ
シ
ュ
ー
化
し
、
次
期
大
統
領
の
対
中
政
策
は
さ
ら
に
硬
化
し

そ
う
だ
。
そ
の
た
め
指
導
者
も
メ
デ
ィ
ア
も
、
米
国
各
候
補
へ
の
評

価
を
ま
っ
た
く
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　

だ
が
中
国
社
会
で
は
一
般
に
、
仮
に
民
主
党
が
政
権
を
奪
回
し
て

も
、
米
国
の
対
中
政
策
が
大
幅
に
軟
化
す
る
可
能
性
は
低
い
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
習
近
平
自
身
は
、
二
〇
一
七
年
一
月
の
ダ

ボ
ス
会
議
で
、
副
大
統
領
退
任
直
前
の
バ
イ
デ
ン
と
な
ご
や
か
に
会

見
し
て
お
り
、
個
人
的
な
印
象
は
お
そ
ら
く
悪
く
な
い
。
バ
イ
デ
ン

は
昨
年
五
月
に
中
国
脅
威
論
を
否
定
す
る
発
言
も
行
っ
て
い
る
（
ま

さ
に
そ
の
た
め
に
、
彼
は
ト
ラ
ン
プ
陣
営
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
い
る
）。

　

た
だ
し
、
物
事
を
政
治
的
に
考
え
る
習
性
の
あ
る
中
国
人
た
ち

は
、
米
中
関
係
の
根
源
的
な
問
題
は
、
米
国
が
自
国
の
世
界
覇
権
を

死
守
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
誰
が
大
統
領

に
な
っ
て
も
、
米
国
の
そ
う
し
た
国
益
に
背
け
る
は
ず
が
な
い
。
ま

た
、
米
国
経
済
の
回
復
見
通
し
が
暗
い
た
め
、
そ
の
点
で
も
対
外
政

策
の
穏
健
化
の
可
能
性
は
薄
い
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
中
国
側
か
ら
見
て
、
米
中
関
係
の
「
ポ
イ
ン
ト
・

オ
ブ
・
ノ
ー
・
リ
タ
ー
ン
」
は
、
も
う
過
ぎ
た
話
だ
。
こ
の
半
年
間
、

中
国
の
指
導
者
と
人
民
は
、「
米
国
と
密
接
な
相
互
依
存
関
係
に
あ

る
こ
と
の
恐
怖
」
を
存
分
に
味
わ
っ
た
。

　

中
国
で
は
今
年
度
が
第
一
三
次
五
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
、
政
府
は
現
在
、
第
一
四
次
五
ヵ
年
計
画
と
各
種
専
門
分
野
の
長

期
計
画
（
五
～
一
〇
年
）
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
傍

証
か
ら
見
て
、
中
国
共
産
党
は
強
大
な
米
国
と
の
対
決
に
備
え
、
中

国
の
総
力
を
結
集
し
て
、
軍
民
融
合
で
先
端
科
学
技
術
開
発
を
進
め

る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
準
備
中
だ
。
コ
ス
ト
は
か
か
る
が
、
核
心

技
術
を
国
産
化
し
、
自
力
更
生
で
米
中
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
到
来
に

備
え
る
こ
と
が
、
中
国
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る
重
要
な
手
段
と
判

断
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
今
の
中
国
社
会
に
は
、
経
済
の
一
定
程

度
の
社
会
主
義
化
を
受
け
入
れ
る
気
運
も
あ
る
。

　

南
シ
ナ
海
で
の
サ
ン
ゴ
礁
の
埋
め
立
て
の
例
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら

長
期
計
画
は
、
数
年
後
に
は
目
に
見
え
る
成
果
を
生
み
出
す
。
た
と

え
新
政
権
と
の
間
で
米
中
関
係
が
一
時
的
に
好
転
し
て
も
、
米
国
は

長
期
的
に
中
国
の
そ
う
し
た
成
果
を
座
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
発
生
後
の
半
年
で
、
国
際
政
治
の
方
向
性
は
決
定
づ

け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
中
国
に

と
っ
て
も
決
し
て
好
ま
し
い
道
で
は
な
い
。
全
体
に
と
っ
て
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
最
小
化
す
る
に
は
、
い
ま
、
国
際
秩
序
の
ル
ー
ル
の
再
建

が
急
務
で
あ
る
。
●




